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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

5/24現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

４月気象状況    （父島） 

最高気温   28.２℃ 

最低気温   14.1℃ 

平均気温   22.5℃ 

平均湿度   90％ 

月降水量  206.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（5/1） 

             2,578人 

             父島      母島                

  人口      2,128人   450人 

  世帯      1,231    267 

                   
  

                            

    

【
４
回
目
接
種
に
つ
い
て
】 

≪

接
種
対
象
の
方≫

 

次
の
①
②
に
該
当
す
る
方
で
、
３
回
目
接
種
か
ら

５
か
月
以
上
経
過
し
た
方 

① 

接
種
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方 

②
18
歳
か
ら
59
歳
ま
で
で
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が
認
め
る
方 

 ≪

接
種
券
の
発
送
に
つ
い
て≫

 

①
の
方
に
つ
い
て
は
６
月
中
旬
以
降
に
接
種
券
を

送
付
い
た
し
ま
す
。 

②
の
方
に
つ
い
て
は
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は
母

島
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

≪

接
種
日
程
に
つ
い
て≫

 

父
島
母
島
と
も
７
月
下
旬
に
接
種
日
を
設
け
る
予

定
で
す
。
詳
し
い
日
時
、
予
約
期
間
等
に
つ
き
ま
し

て
は
接
種
券
に
同
封
す
る
通
知
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
村
内
掲
示
板
、
村
民
だ
よ
り
７
月
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

【
３
回
目
接
種
に
つ
い
て
】 

３
回
目
接
種
の
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
笠

原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
村
内
掲
示
板
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

      

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
村
内
で
発

生
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
お
お
む
ね
一
日
単
位
で

防
災
行
政
無
線
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
村
民
の
ご
意
見
や
現
在
の

状
況
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
６
月
か
ら
は
次

の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。 

 

【
６
月
以
降
の
お
知
ら
せ
方
法
】 

〇
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
広
報 

→

原
則
と
し
て
行
い
ま
せ
ん 

〇
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載 

→

継
続
（
土
日
祝
の
場
合
、
直
後
の
平
日 

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
） 

※
急
速
な
感
染
拡
大
な
ど
、
特
に
お
知
ら
せ
が
必
要 

な
場
合
に
は
、
防
災
行
政
無
線
に
お
い
て
広
報
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

  

２―

３
１
１
１ 

      

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
７
月
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

小
笠
原
村
に
転
入
し
て
（
選
挙
公
示
日
前
日
を
基

準
日
と
す
る
）
３
カ
月
未
満
の
方
は
、
小
笠
原
村
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
た
め
、
小
笠
原
村
で

は
当
日
投
票
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。
村
内

で
投
票
を
す
る
た
め
に
は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
利

用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

不
在
者
投
票
は
郵
送
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
、
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
不

在
者
投
票
の
方
法
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

《
参
考
：
７
月
10
日
を
投
開
票
日
と
想
定
し
た
場

合
》 ３

月
22
日
以
降
に
転
入
届
を
村
役
場
に
提
出
さ

れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
と
な
り
ま
す
。

（
村
に
着
い
た
日
で
は
な
く
、
転
入
届
を
出
し
た
日

を
基
準
と
し
ま
す
） 

遅
く
と
も
、
６
月
29
日
東
京
発
の
お
が
さ
わ
ら

丸
で
投
票
用
紙
が
こ
ち
ら
に
届
か
な
い
と
、
有
効
な

投
票
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
７
月
３
日
父
島
発
の

お
が
さ
わ
ら
丸
で
前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ

返
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
間
に
合

う
よ
う
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

（
村
役
場
総
務
課
）
２―

３
１
１
１ 

     

東
京
都
は
、
父
島
・
母
島
の
小
笠
原
住
宅
２
戸
建

て
を
除
却
し
、
新
し
い
住
宅
を
整
備
す
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
新
し
い
住
宅
は
、
内
地
と
同
様
に
国
の
住
宅

制
度
で
あ
る
「
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
」
と
し
て
整
備

さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
小
笠
原
住
宅
と
異
な

り
、
応
能
応
益
使
用
料
と
な
り
、
入
居
資
格
要
件
が

設
定
さ
れ
ま
す
。
２
戸
建
て
居
住
者
の
う
ち
、
新
し

い
住
宅
に
入
居
で
き
な
い
方
等
に
は
、
移
転
先
と
し

て
既
存
の
小
笠
原
住
宅
が
あ
っ
せ
ん
さ
れ
ま
す
。 

 

移
転
先
住
戸
を
確
保
す
る
た
め
、
令
和
４
年
６
月

１
日
以
降
に
発
生
す
る
小
笠
原
住
宅
空
き
住
戸
の
募

集
は
行
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
必
要
な
数
の
空
き
住
戸

を
確
保
で
き
次
第
、
入
居
者
募
集
は
再
開
す
る
予
定

で
す
。 

 

ま
た
、
今
年
度
も
、
２
戸
建
て
居
住
者
の
う
ち
、

１
期
移
転
対
象
世
帯
を
中
心
に
移
転
に
関
す
る
意
向

調
査
を
東
京
都
が
行
う
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
住
宅
政
策
本
部 

 
 
 
 
 
 

都
営
住
宅
経
営
部 

住
宅
整
備
課 

０
３
（
５
３
２
０
）
５
０
５
３ 

 

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
発
生
の

広
報
に
つ
い
て 

 

選
挙
の
不
在
者
投
票
に
つ
い
て 

父
島
・
母
島
の
小
笠
原
住
宅
の
募
集
停
止 
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令
和
４
年
４
月
26
日
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
」
に
よ

り
、
真
に
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
措
置

の
強
化
と
し
て
、
家
計
急
変
に
よ
り
受
け
取
る
資
格

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
給
で
き
て
い
な
い

「
令
和
４
年
度
か
ら
新
た
に
住
民
税
が
非
課
税
と
な

っ
た
世
帯
等
」
に
対
し
、
給
付
金
（
ひ
と
世
帯
当
た

り
10
万
円
）
が
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
４
年
度
住
民
税
の
賦
課
状
況
が
決
定
し
た
後

の
６
月
下
旬
以
降
を
め
ど
に
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
手
続
き
方
法
な
ど
の
詳
細
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
今
後
の
村
民
だ
よ
り
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 

総
務
課
総
務
係 

２‐

３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３‐

２
１
１
１ 

      

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
に
つ
き
ま
し

て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
減
額
・
免

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
利
用
料
減
額
・
免
除
対
象
者
】 

（
１
）
生
活
保
護
法(

昭
和
25
年
法
律
第
１
４
４

号)

の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
者 

（
２
）
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
世
帯
の
中
に
満
65 

歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
場
合 

（
３
）
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
身
体
障
害
者
福
祉
法

(

昭
和
24
年
法
律
第
２
８
３
号)

に
基
づ
く

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
愛
の
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
者
が
世
帯
主
の
場
合 

減
額
・
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
総
務
課
窓
口
又
は
母
島
支
所
窓

口
に
て
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
情
報
通
信
係 

２―

３
１
１
１ 

         

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
に
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

「
相
互
に
助
け
合
っ
て
い
く
」
制
度
で
す
。
ま
た
、

医
療
費
の
財
源
は
、
す
べ
て
の
加
入
者
が
収
入
に
応

じ
て
納
め
て
い
る
保
険
税
や
、
国
・
自
治
体
の
補
助

金
等
に
な
り
ま
す
。 

一
方
で
、
小
笠
原
村
の
国
民
健
康
保
険
財
政
で

は
、
国
保
税
等
を
も
と
に
平
成
30
年
度
か
ら
東
京

都
へ
国
保
事
業
費
納
付
金
を
納
め
て
い
ま
す
が
、
平

成
29
年
度
保
険
税
率
の
ま
ま
で
は
約
２
２
０
０
万

円
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
（
赤
字
）
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
約
２
２
０
０
万
円

の
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
５

年
間
か
け
て
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正
を
し
ま

す
。 国

保
加
入
の
皆
様
に
は
、
税
率
改
正
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

◎
令
和
４
年
度
小
笠
原
村
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下

「
国
保
税
」）
の
改
正 

 

国
保
税
は
、
医
療
給
付
の
た
め
の
「
医
療
分
」、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
を
支
え
る
「
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
」、
40
歳
以
上
の
介
護
保
険
を
支

え
る
「
介
護
納
付
金
分
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
表
の
と
お
り
、
保
険
税
率
を
改
定
し
て
い

ま
す
。 

◎
国
保
税
の
賦
課
限
度
額
の
変
更 

 
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税

の
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
、
基
礎
課
税
額
は
63
万

円
か
ら
65
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
額
は
19
万

円
か
ら
20
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

◎
国
保
税
の
軽
減
制
度 

【
軽
減
制
度
の
概
要
等
】 

 

国
保
税
に
は
、
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
し
た
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。
世
帯
の
所
得
額
（
世
帯
主
及
び

国
保
加
入
者
の
所
得
の
合
計
額
）
に
応
じ
て
、
均
等

割
額
（
加
入
者
１
人
に
つ
き
課
税)

と
平
等
割
（
１

世
帯
に
つ
き
課
税
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

                           

ま
た
、
均
等
割
額
・
平
等
割
額
の
軽
減
制
度
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
得
の
申
告
が
必

要
で
す
。
軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
世
帯
主

及
び
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
が
申
告
を
済
ま

せ
て
い
る
世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
。 

一
人
で
も
未
申
告
者
が
い
る
と
軽
減
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
収
入
が
な
い
方
で
も
所
得

の
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

  

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
減
額
・
免
除
に
つ

い
て 

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
の
お
知
ら
せ 

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
な
ど
に
つ
い
て 

 

令和４年度国民健康保険税の税率 ※（ ）内は令和３年度分 

税率区分 
医療分 

（全被保険者） 

後期高齢者 

支援金等分 

（全被保険者） 

介護納付金分 

（40 歳～64 歳   

  の被保険者） 

所得割 

（令和３年総所得額－43

万） 

4.5％ 

(4.5％) 

1.50％ 

(1.42％) 

1.40％ 

(1.21％) 

資産割 

（令和４年度固定資産総額） 

35％ 

(35％) 

15％ 

(15％) 

11％ 

(11％) 

均等割 

（被保険者 1 人あたり） 

7,800 円 

(7,800 円) 

6,400 円 

(6,400 円) 

10,000 円 

(9,100 円) 

平等割 

（1 世帯あたり） 

22,600 円 

(20,600 円) 

10,000 円 

(9,000 円) 

10,000 円 

(9,000 円) 

 

 

【軽減判定用の総所得基準額表】 

加入者全員の合計総所得額が基準額以下なら軽減を受けられます。 

軽減割合 軽減判定所得の基準額 

7 割軽減 基礎控除額（43 万円）以下 

5 割軽減 
基礎控除額（43 万円）＋28.5 万円×（被保険者数※2） 

＋10 万円×（給与所得者等※１の数－1）以下 

2 割軽減 
基礎控除額（43 万円）＋52 万円×（被保険者数※2） 

＋10 万円×（給与所得者等※１の数－1）以下 

※1 一定の給与所得者と公的年金等の支給を受ける者 

※2 同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保

険者に移行した者を含む。 
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な
お
、
軽
減
判
定
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
判
定
し
ま

す
。（
保
険
税
の
計
算
に
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。） 

 

【
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
額
の
減
額
】 

令
和
４
年
度
よ
り
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
、
子
ど
も
の
均
等
割
税
額
を
２
分
の

１
に
軽
減
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

の
は
未
就
学
児
の
（
小
学
校
入
学
対
象
で
な
い
）
方

で
、
自
動
的
に
判
定
の
対
象
と
す
る
た
め
申
請
は
不

要
で
す
。 

  

◎
離
職
を
さ
れ
た
方
へ
の
国
保
税
軽
減
（
倒
産
・
解

雇
や
雇
い
止
め
な
ど
） 

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
申
請
の
手
続
き
を
す
る

と
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

○
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・
解
雇
な

ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
理
由
コ
ー
ド 

１１
、

１２
、
２１
、
２２
、
３１
、
３２
の
方
） 

○
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
。
離
職
コ
ー
ド
が
２３
、
３３
、
３４ 

の
方
） 

※
特
例
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
は
、
右

記
の
離
職
コ
ー
ド
で
あ
っ
て
も
対
象
外 

※
特
例
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
特
」、
高
年

齢
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
高
」
と
表
記 

 

【
軽
減
期
間
】
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で 

【
申
請
場
所
】
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
、
母
島
支
所 

【
持
参
す
る
も
の
】「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
） 

    

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
国
保
税
の

減
免 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

主
た
る
生
計
維
持
者
の
死
亡
や
事
業
収
入
・
給
与
収

入
等
の
収
入
が
前
年
よ
り
一
定
程
度
減
少
し
た
世
帯

な
ど
に
対
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。 

※
前
年
（
令
和
３
年
中
）
の
所
得
金
額
が
「
０
円
」

の
場
合
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

 

【
減
免
の
対
象
と
な
る
保
険
税
】 

令
和
４
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
で
あ
っ
て
、

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
納
期
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の 

 

※
納
期
限
到
達
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。 

 【
対
象
世
帯
①
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
主
た
る

生
計
維
持
者
が
死
亡
、
又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

世
帯 

【
減
免
に
該
当
す
る
要
件
】 

医
師
の
死
亡
診
断
書
も
し
く
は
診
断
書
に
よ
っ
て

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と 

【
減
額
又
は
免
除
さ
れ
る
額
】 

 

対
象
保
険
税
の
全
額 

【
必
要
書
類
】 

○
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請
書 

○
医
師
の
死
亡
診
断
書
（
重
篤
の
場
合
は
、
重
篤 

傷
病
を
負
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
診
断
書
） 

 

【
対
象
世
帯
②
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
・
不
動
産
収
入
・

山
林
収
入
・
給
与
収
入(

以
下
「
事
業
収
入
等
」)

の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯 

【
減
免
に
該
当
す
る
要
件
】 

○
事
業
収
入
・
不
動
産
収
入
・
山
林
収
入
・
給
与
収 

入
の
い
ず
れ
か
の
収
入
が
、
収
入
の
種
類
ご
と
に 

み
た
場
合
、
前
年
に
比
べ
て
10
分
の
３
以
上
減 

少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と 

○
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
以
下
で
あ
る 

こ
と 

○
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収
入
等
に
係 

る
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
４
０
０ 

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と 

【
減
額
又
は
免
除
さ
れ
る
額
】 

表
１
の
「
減
免
対
象
の
保
険
税
額
」
に
表
２
の

「
減
額
割
合(

ｄ)

」
を
か
け
た
金
額 

 
 

（（
Ａ×

Ｂ
／
Ｃ
）×

(

ｄ)

） 

                           

【
す
べ
て
の
申
請
で
必
要
な
書
類
】 

○
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請
書 

 

○
収
入
見
込
額
等
申
告
書 

○
令
和
４
年
中
の
収
入
見
込
み
（
事
業
収
入
の
場
合

は
売
上
）
が
わ
か
る
資
料 

※
自
身
で
用
意
す
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
令
和
４

年
中
の
収
入
見
込
額
申
告
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。 

○
令
和
４
年
１
月
か
ら
直
近
ま
で
の
収
入
が
わ
か
る 

書
類
（事
業
収
支
の
帳
簿
や
給
与
明
細
書
な
ど
） 

○
令
和
３
年
分
の
確
定
申
告
書
の
控
え
（
給
与
収
入 

の
場
合
は
源
泉
徴
収
票
の
写
し
で
可
） 

※
申
請
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
能 

 

【
場
合
に
よ
っ
て
は
必
要
な
書
類
】 

○
保
険
金
や
損
害
賠
償
等
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
べ
き 

金
額
が
わ
か
る
書
類
（
保
険
契
約
書
等
） 

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
事
業
等
の 

廃
止
や
失
業
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
廃
業 

等
届
出
書
、
事
業
主
の
証
明
等
） 

【
申
請
場
所
】
村
民
課
住
民
係
・
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
15
日
（
水
）
午
前
10
時
頃 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

 

減免対象の保険税額＝(Ａ)×(Ｂ)／(Ｃ) 

(Ａ)：世帯の被保険者全員について算定した保険税額 

(Ｂ)：世帯の主たる生計維持者の減少が見込まれる事業収入等に 

係る前年の所得額 

(Ｃ)：世帯の主たる生計維持者及び被保険者全員につき算定した 

前年の合計所得金額 

表１ 

表２ 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験 
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小
笠
原
村
国
民
健
康
保
険
の
被
用
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
等
で
、
療
養

の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間

に
お
い
て
、
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】 

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
被
用
者
（
給

与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
者
）
で
、
療
養
の
た
め

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
又
は
発
熱
等
の

症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
限
る
） 

 

※
被
保
険
者
本
人
の
疾
病
（新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
又
は
感
染
疑
い
）に
対
し
て
給
付
す
る

も
の
で
あ
り
、「
濃
厚
接
触
者
」「
外
出
自
粛
」等
は

対
象
外 

 

【
支
給
期
間
】 

 

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
３
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
労
務
に
服
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
期
間 

※
給
与
収
入
の
全
部
又
は
一
部
を
受
け
る
こ
と
が
で 

き
る
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し
ま
せ
ん
。 

※
前
述
の
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
給
与
収
入
の
額

が
、
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
傷
病
手
当
金
の
額

よ
り
少
な
い
と
き
は
、
そ
の
差
額
を
支
給
し
ま

す
。 

【
支
給
額
】 

１
日
あ
た
り
の
支
給
額
（※
）×

支
給
対
象
日
数 

※
（
直
近
の
継
続
し
た
３
月
間
の
給
与
収
入
の
合

計
額 

就
労
日
数
）×

３
分
の
２ 

【
適
用
期
間
】 

 

令
和
２
年
１
月
１
日
～
令
和
４
年
６
月
30
日
の

間
で
療
養
の
た
め
労
務
を
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

期
間(

た
だ
し
、
入
院
が
継
続
す
る
場
合
等
は
健
康

保
険
と
同
様
、
最
長
１
年
６
月
ま
で) 

 

【
申
請
書
類
】 

《
帰
国
者
・
接
触
外
来
を
受
診
し
た
場
合
》 

医
療
機
関
に
お
い
て
被
保
険
者
が
提
出
す
る
申
請

書
（
医
療
機
関
記
入
用
）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

※
事
業
主
や
医
師
に
よ
る
証
明
等
を
含
む
複
数
の
申

請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

《
帰
国
者
・
接
触
外
来
を
受
診
し
な
い
ま
ま
体
調
が

改
善
し
た
場
合
》 

 

被
保
険
者
の
記
載
内
容
を
事
業
主
が
確
認
し
、
事

業
主
で
把
握
し
て
い
る
労
務
不
能
の
期
間
と
照
ら
し

て
相
違
が
な
い
こ
と
を
事
業
主
に
も
証
明
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
医
療
機
関
記
入
用
の
申
請
書
の
添
付

が
な
く
て
も
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

※
事
業
主
に
よ
る
証
明
等
を
含
む
複
数
の
申
請
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
 
村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

     

６
月
は
、
個
人
住
民
税(

村･

都
民
税)(
第
１
期)

、

国
民
健
康
保
険
税(

第
１
期)

お
よ
び
介
護
保
険
料

(

第
１
期)

の
納
期
で
す
。 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
６
月
30
日(

木)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

 

財
政
課
税
務
係 

２―

３
１
１
２ 

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

 

  

【
実
施
日
程
】
６
月
22
日
（
水
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
６
月
24
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
（
受
付
時
間
：
平
日
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
） 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

 

   
小
笠
原
村
で
は
村
内
で
事
業
を
営
む
店
舗
に
対

し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
導
入
費
用
の
一
部

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
村
内
の
店
舗
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
ま
た
は
電
子
マ
ネ
ー
決
済
の
導
入
を

ご
検
討
の
際
は
、
当
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

※
補
助
金
申
請
に
あ
た
り
各
種
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課 

 

２―

３
１
１
４ 

  

老
朽
化
と
、
水
質
に
関
す
る
課
題
解
決
の
た
め
、

沖
村
浄
水
場
内
に
お
い
て
更
新
工
事
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
更
新
工
事
が
終
了
い
た
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
施
設
見
学
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
、
先
行
し
て
父
島
の
扇

浦
浄
水
場
に
採
用
さ
れ
た
帯
磁
性
イ
オ
ン
交
換
樹
脂

処
理
方
法
を
加
え
、
浄
水
場
を
一
新
い
た
し
ま
し

た
。
申
し
込
み
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 【
開
催
日
時
】
６
月
12
日
（
日
） 

午
前
９
時
、
10
時
、
11
時
、
午
後
１
時
か
ら
各

回
定
員
10
名
迄
で
ご
案
内
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
６
月
１
日
～
10
日
（土
日
を
除
く
） 

※
場
内
は
階
段
が
多
く
、
各
施
設
内
は
配
管
や
機
器

類
が
多
数
あ
り
、
狭
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
見
学

の
際
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
マ
ス
ク
の
着

用
と
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
付
近
に
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠 

慮
願
い
ま
す
。 

 

第
64
回
の
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
大
切
な 

水
と
一
緒
に 

暮
ら
す
日
々
」 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

母
島
支
所 

３-

２
１
１
１ 

            

国
民
健
康
保
険
の
傷
病
手
当
金
の
支
給 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

行
政
相
談
所
の
開
設 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
端
末
導
入
補
助
に
つ
い
て 

母
島 

沖
村
浄
水
場
の
施
設
見
学
会 

÷ 
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①
栄
養
士
（
正
社
員
）
父
島
１
名 

②
介
護
職
員
（
正
社
員
）
父
島
１
名 

母
島
１
名 

③
調
理
補
助
（
パ
ー
ト
）
父
島
１
名 

【
仕
事
内
容
】 

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
メ
ニ
ュ
ー

作
り
か
ら
食
材
の
調
達
、
調
理
員
さ
ん
の
シ
フ
ト

調
整
や
指
導
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
調
理
室
の

衛
生
管
理
全
般
を
お
願
い
し
ま
す
。
空
い
た
時
間

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お
手
伝
い
も
お
願
い
し
ま

す
。 

②
訪
問
介
護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

で
の
介
護
業
務
。 

③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
昼
食
、

夕
食
提
供
の
補
助
的
業
務
。
週
１
回
～
２
回
程
度

の
勤
務
。 

【
資
格
】 

①
栄
養
士
（
実
務
経
験
３
年
以
上
）。
普
通
自
動
車

免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
、
ペ
ー
パ
ー
不
可
） 

 
 

②
介
護
職
員
実
務
者
研
修
以
上
（
実
務
経
験
３
年 

 

以
上
）。
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
、
ペ

ー
パ
ー
不
可
） 

③
特
に
な
し
。 

【
勤
務
時
間
】 

①
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
休
憩
60
分
） 

（
６
時
～
18
時
30
分
の
内
実
働
７
時
間
45
分
） 

②
８
時
（
８
時
30
分
）
～
17
時
15
分 

（
休
憩
90
分
（
60
分
）） 

 

17
時
15
分
～
９
時
（
夜
勤
） 

③
11
時
～
14
時
、
16
時
30
分
～
18
時 

【
休
日
】
①
②
週
休
２
日
制 

基
本
土
日
祝
日 

 

③
シ
フ
ト
に
よ
る
。 

【
給
与
】
①
②
経
験
年
数
に
よ
る
。 

 

③
時
給
１
１
０
０
円
～ 

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
    

明
老
会 

 

２―

３
９
１
１ 

 
 

  

 

小
笠
原
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
ベ
ル
マ
ー
ク

を
集
め
て
学
校
に
必
要
な
教
材
備
品
を
整
備
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ベ
ル
マ
ー
ク
ま
た
は
使
用
済
み
イ
ン
ク
ト
ナ
ー
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
（
キ
ャ
ノ
ン
・
エ
プ
ソ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

各
社
純
正
品
の
み
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
収
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
回
収
箱
設
置
場
所
】 

○
小
笠
原
小
中
学
校
各
玄
関 

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

○
村
役
場
ホ
ー
ル 

 
●
問
合
せ
先 

 
          

小
笠
原
小
学
校 

  

２―

２
０
１
２ 

 
          

小
笠
原
中
学
校 

  

２―

２
５
０
２ 

              
 

平
和
の
鐘
交
差
点
工
事
の
実
施
に
つ
い
て
、
ご
理

解
・
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

工
事
実
施
に
伴
い
、
次
の
期
間
に
お
い
て
、
車
両

等
の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

【
通
行
止
め
期
間
】 

・
６
月
15
日
（
７
時
～
17
時
）
雨
天
中
止 

・
予
備
日 

６
月
16
、
17
日
（
７
時
～
17
時
） 

 

【
通
行
止
め
区
間
】 

・
都
道
湾
岸
通
り
か
ら
漁
港
道
路
へ
の
通
行
不
可 

・
漁
港
道
路
か
ら
都
道
湾
岸
通
り
へ
の
通
行
不
可 

 

【
工
事
内
容
】 

・
舗
装
工
事 

・
道
路
附
帯
工
事 

   

 

  

●
問
合
せ
先 小

笠
原
支
庁
港
湾
課 

２―

２
１
６
２ 

     

   

【
試
験
日
時
】 

６
月
25
日(

土) 

午
前
９
時
か
ら 

【
申
込
締
切
】 

６
月
24
日(

金) 

午
後
４
時
30
分
ま
で 

※
申
込
書
は
、
警
察
署
及
び
母
島
駐
在
所
に
あ
り
ま

す
。 

 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署 

 ≪

学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て≫

 

実
技
試
験
を
、
７
月
18
日(

月)

海
の
日
に
警
察

署
敷
地
内
で
の
整
備
点
検
要
領
及
び
島
内
路
上
走
行

訓
練
を
実
施
予
定
。 

※
実
技
講
習
は
天
候
等
諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

２―

２
１
１
０ 

    

【
日
時
】 

６
月
14
日
（
火
）
午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】 

母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 
 

明
老
会
職
員
募
集 

ベ
ル
マ
ー
ク
お
よ
び
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
回
収 

平
和
の
鐘
交
差
点
の
一
部
通
行
止
（
父
島
） 

原
付
免
許
学
科
試
験 

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率

（
商
工
業
資
金
、
住
宅
資
金
）
が
４
月
１
日
か
ら
変

更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
変
更
前

に
借
り
受
け
ま
た
は
貸
付
決
定
さ
れ
た
資
金
の
利
率

に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん 

         

●
問
合
せ
先 

 
 
 
  

支
庁
産
業
課
商
工
担
当 

２―

２
１
２
２ 

           

６
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
９
日
（
木
） 

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

＊
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
９
日
（
木
） 

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

      

保
育
園
年
長
、
小
学
４
～
６
年
生
の
方
を
対
象

に
、
定
期
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
の

方
に
は
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

【
接
種
種
類
】 

・
保
育
園
年
長 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合 

・
小
学
４
・
５
年
生 

日
本
脳
炎
２
期 

・
小
学
６
年
生 

２
種
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
混
合 

 

【
実
施
場
所
】 

《
父
島
》 

小
笠
原
村
診
療
所 

《
母
島
》 

母
島
診
療
所 

 

【
実
施
日
】 

《
父
島
》 

 

・
保
育
園
年
長 

７
月
４
日
（
月
） 

・
小
学
４
年
生 

６
月
28
日
（
火
） 

・
小
学
５
年
生 

６
月
23
日
（
木
） 

・
小
学
６
年
生 

６
月
16
日
（
木
） 

 

《
母
島
》 

・
保
育
園
年
長 

 
 

６
月
９
日
（
木
） 

・
小
学
４
・
５
年
生 

７
月
７
日
（
木
） 

・
小
学
６
年
生 

 
 

６
月
９
日
（
木
） 

 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
日
本
脳
炎
２
期
は
例
年
小
学
４
年
生
を
対
象
に
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
ワ
ク
チ
ン
の

製
造
が
一
時
停
止
し
て
い
た
た
め
厚
生
労
働
省
の

通
知
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
度
は
製
造
が
再
開
さ
れ
た
た
め
小
学
４
・
５

年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 

３―

２
１
１
１ 

      

今
回
の
健
診
は
小
児
科
専
門
医
を
招
へ
い
し
、
実

施
し
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た

し
ま
す
が
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
２
日
（
土
） 

《
受
付
時
間
》
午
前
９
時
～
11
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
30
日
（
木
） 

《
受
付
時
間
》 
午
後
３
時
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
役
場
で

体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す
。） 

 

●
問
合
わ
せ
先 

 
 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

     

公
認
心
理
師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「
癖
が
気
に
な
る
」「
お
友
達
と
比
べ
て
、
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
」「
い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
う
」「
ど
う
い
う
し
つ
け
を
し
た
ら
い
い

の
？
」
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
11
日
（
土
）
午
後 

６
月
12
日
（
日
）
午
前 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
13
日
（
月
）
終
日 

６
月
14
日
（
火
）
午
前 

《
場
所
》
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室 

※
予
約
さ
れ
た
時
点
で
日
時
を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【
予
約
締
切
】
６
月
３
日
（
金
） 

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先 

 
 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

      

東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金 

貸
付
利
率
の
改
正 

定
期
予
防
接
種
① 

定
期
予
防
接
種
② 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て
個
別
相
談 
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【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
27
日
（
月
）
～
７
月
１
日
（
金
） 

午
前
９
時
～
12
時
・
午
後
２
時
～
５
時 

 
 
 
 
 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
25
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
12
時
・
午
後
２
時
～
５
時 

【
予
約
受
付
】
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）
午
後
１
時

30
分
～
５
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
全
て
予
約
制
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

         

【
歯
科
】（
父
島
） 

《
休
診
日
》
６
月
15
日
（
水
）
～
30
日
（
木
） 

※
平
日
朝
（
８
時
30
分
～
９
時
00
分
）
の
急
患
受

付
も
お
休
み
し
ま
す
。 

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
全
て

予
約
制
と
し
ま
す
。 

 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
12
時
、
午
後
１
時

30
分
～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
７
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
12
時 

 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
７
月
１
日
（
金
）
午
前
９
時
～
12
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
磨
き
方
や
フ
ロ
ス
の
使

い
方
、
歯
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
歯
の

磨
き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？  

【
対
象
者
】
０
歳
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
と
保
護

者 【
持
ち
物
】
い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル 

【
日
時
】 

・
０
歳
ク
ラ
ス 

６
月
20
日
（
月
） 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分  

・
１
歳
～
３
歳
ク
ラ
ス 

６
月
20
日
（
月
） 

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室 

【
予
約
締
切
】
６
月
16
日
（
木
） 

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先 

 
    

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 

  

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、「
母
島
い
き
い
き
体
操

教
室
２
０
２
２
」
を
左
記
の
日
程
で
開
講
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
65
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
日
時
】
６
月
14
日
（
火
） 

午
後
２
時
～
３
時
30
分
頃 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み
物 

【
集
合
場
所
】
母
島
支
所
玄
関
前 

【
内
容
】
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

（
雨
天
時
：
室
内
で
の
体
操
） 

【
申
込
】
社
協
母
島
事
務
局
（
村
民
会
館
２
Ｆ
） 

※
初
回
参
加
の
方
は
、
簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

    

社
協
母
島    

３―

２
１
８
８ 

       

「
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
状
態
が
続
く
」「
眠
れ
な

い
」「
お
酒
の
問
題
」
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
や
、

そ
の
ご
家
族
等
を
対
象
に
、
精
神
科
医
に
よ
る
個
別

相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

【
個
別
相
談
】 

日
時
：
母
島 

６
月
18
日
（
土
）
午
後 

６
月
19
日
（
日
）
午
前 

 
 
 
 

父
島  

６
月
20
日
（
月
）
午
前
、
午
後 

場
所
：
母
島 

支
庁
母
島
出
張
所 

 
 

 
 
 
 

父
島 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
申
込
方
法
】
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
島

し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。 

【
申
込
締
切
】
６
月
９
日
（
木
）
ま
で  

申
込
多
数
の
場
合
は
、
締
切
日
前
に
締
め
切
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

２―

２
９
５
１ 

   

６
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま
で
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診 

小
児
科
専
門
診
療 

育
児
学
級
（
歯
科
の
会
）（
父
島
） 

母
島
い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
２ 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,317 等級 大人 小人

60,640 51,880 30,320 (+2,389) 5,140 2,570

(+11,140) (+9,530) (+5,570) 17,052 (+1,190) (+590)

43,800 35,040 21,900 (+2,224) 6,170 3,090

(+8,050) (+6,440) (+4,020) 15,686 (+1,430) (+720)

32,990 26,400 16,500 (+2,046) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+6,060) (+4,850) (+3,030) 1,835

28,960 23,170 14,480 (+239)

(+5,320) (+4,250) (+2,660) 1,366 9,969

等級 村民 村民小人 身障者 (+178) (+1,521)

47,500 23,750 30,320 9,346

(+8,720) (+4,360) (+5,570) (+1,426)

30,660 15,330 21,900 8,723

(+5,630) (+2,810) (+4,020) (+1,331)

23,100 11,550 16,500 998

(+4,240) (+2,120) (+3,030) (+152)

20,280 10,140 14,480 753

(+3,730) (+1,860) (+2,660) (+115)

6月の燃料油価格変動調整金 6
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

翌
月
以
降
の
調
整
金
ま

た
は
、

掲
載
に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
2

│
2
1
1
1
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
（
）

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以
下

保
健
所
・
精
神
保
健
福
祉
巡
回
相
談

に
つ
い
て 
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お
が
さ
わ
ら
丸
は
八
丈
島
寄
港
中
止
に
伴
い
下
記

の
と
お
り
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
て
運
航
い
た
し
ま
す
。 

【
変
更
前
】 

 

・
６
月
23
日
東
京
発 

午
前
10
時 

 
 
 
 
 

～
24
日
父
島
着 

午
前
10
時
40
分 

 

・
６
月
27
日
父
島
発 
午
後
３
時 

    

～
28
日
東
京
着 
午
後
３
時
40
分 

【
変
更
後
】 

 

・
６
月
23
日
東
京
発 

午
前
11
時 

 

～
24
日
父
島
着 

午
前
11
時 

 

・
６
月
27
日
父
島
発 

午
後
３
時 

～
28
日
東
京
着 

午
後
３
時 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
（
３
４
５
１
）
５
１
７
１ 

    

は
は
じ
ま
丸
は
硫
黄
島
訪
島
事
業
に
伴
い
６
月

18
日
（
土
）
の
ダ
イ
ヤ
を
変
更
（
増
便
）
し
て
運

航
い
た
し
ま
す
。 

【
変
更
前
】 

・
父
島
12
時
発 

母
島
14
時
着
（
母
島
泊
） 

【
変
更
後
】 

・
父
島
12
時
発 

母
島
14
時
着
（
折
返
し
） 

 

母
島
15
時
発 

父
島
17
時
着
（
増
便
） 

●
問
合
せ
先 

 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
０
３
（
３
４
５
５
）
３
０
９
０ 

 
 
 

   

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
お
が
さ
わ
ら
丸
に

ご
乗
船
の
際
に
２
等
和
室
、
２
等
寝
台
、
特
２
等
寝

台
分
が
片
道
30
％
割
引
に
な
る
「
村
民
割
引
」
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

ま
た
、
は
は
じ
ま
丸
に
ご
乗
船
の
際
に
は
復
路
が

80
％
割
引
に
な
る
「
村
民
往
復
割
引
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。 

窓
口
に
お
い
て
乗
船
券
を
ご
購
入
の
際
に
「
乗
船

券
購
入
申
込
書
」（
割
引
申
請
書
）
と
次
の
証
明
書

類
（
有
料
人
員
分
、
コ
ピ
ー
不
可
）
を
必
ず
ご
提
示

く
だ
さ
い
。 

(

１)

小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書
（
カ
ー
ド
式
ま

た
は
一
回
式
） 

(

２)

小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証 

(

３)

顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
が

さ
わ
ら
丸
の
み
） 

※
無
賃
の
幼
児
・
乳
児
は
不
要
で
す
が
小
人
（
有
料

の
幼
児
含
む
）
の
方
も
「
村
民
割
引
」
適
用
の
際

は
居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
。 

※
そ
の
他
、
学
生
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
で
は
村
民

割
引
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 小

笠
原
海
運
（
株
）
父
島
営
業
所 

・
伊
豆
諸
島
開
発
（
株
）
父
島
代
理
店 

２―

２
１
１
１ 

 
 
 
 

              

    

       

小
笠
原
諸
島
は
多
様
な
起
源
の
種
が
独
自
の
進
化

を
遂
げ
た
結
果
、
小
さ
な
海
洋
島
で
す
が
、
こ
こ
に

し
か
見
ら
れ
な
い
固
有
の
種
が
と
て
も
多
く
存
在
し

ま
す
。
例
え
ば
植
物
の
固
有
種
は
、
小
笠
原
諸
島

２
．
０
１
種
／
㎢
に
対
し
て
ハ
ワ
イ
諸
島
０
０
．
６
種

／
㎢
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
０
．
０
３
種
／
㎢
と
、
他

の
海
洋
島
に
比
べ
て
も
特
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
進
化
を
遂
げ
て
い
る
島
の
生
物

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

■
村
の
花
■
ヒ
メ
ツ
バ
キ
【
固
有
種
・
ツ
バ
キ
科
】 

父
島
、
兄
島
、
弟
島
、
母
島
な
ど
の
中
腹
部
か
ら

山
地
の
や
や
湿
っ
た
畑
の
跡
地
や
伐
採
後
に
開
け
た

土
地
な
ど
に
種
子
が
落
ち
て
林
を
つ
く
る
常
緑
の
樹

木
で
す
。
沖
縄
や
台
湾
に
分
布
す
る
イ
ジ
ュ
と
呼
ば

れ
る
樹
木
と
似
て
い
ま
す
が
、
イ
ジ
ュ
の
葉
は
細
か

な
切
れ
込
み
が
あ
る
こ
と
が
ヒ
メ
ツ
バ
キ
と
異
な
り

ま
す
。 

初
夏
か
ら
夏
に
か
け
て
一
斉
に
白
い
花
を
咲
か
せ

る
と
、
メ
ジ
ロ
や
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、
オ

ガ
サ
ワ
ラ
ク
マ
バ
チ
が
花
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。 

山
を
白
く
埋
め
尽
く
す
爽
や
か
な
花
が
美
し
く
、

タ
マ
ツ
バ
キ
、
ム
ニ
ン
ヒ
メ
ツ
バ
キ
、
ロ
ー
ス
ウ
ー

ド
な
ど
様
々
な
呼
び
方
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
多
く

の
村
民
が
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま

す
。 ヒ

メ
ツ
バ
キ
の
樹
皮
に
は
タ
ン
ニ
ン
と
い
う
成
分

が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
昔
は
染
料
や
漁
網
を

長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

・
参
考
文
献 

豊
田
武
司
（
２
０
１
４
）
小
笠
原
諸
島 

固
有
植
物
ガ
イ
ド 

 

             
 

      

●
問
合
せ
先 

 
 
  

環
境
課
自
然
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

    

■
「
小
笠
原
動
物
協
議
会
」
の
紹
介 

 

平
成
28
年
に
「
お
が
さ
わ
ら
人
と
ペ
ッ
ト
と
野

生
動
物
が
共
存
す
る
島
づ
く
り
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
環
境
省
小
笠
原
自
然
保

護
官
事
務
所
、
林
野
庁
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
保
全

セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
、
東
京
都
獣
医
師
会
、
小
笠
原

村
、
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

同
会
で
は
、
小
笠
原
独
自
の
生
態
系
保
全
を
目
的

と
し
て
、「
野
生
動
物
の
保
護
」、「
飼
い
主
の
い
な

い
ネ
コ
対
策
」、「
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
養
」、「
動
物
対

処
室
の
運
営
」
を
取
組
の
柱
と
し
、「
人
と
ペ
ッ
ト

と
野
生
動
物
が
共
存
す
る
島
づ
く
り
」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

お
が
さ
わ
ら
丸
ダ
イ
ヤ
変
更 

は
は
じ
ま
丸
ダ
イ
ヤ
変
更 

お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引

に
つ
い
て 

小
笠
原
諸
島
の
い
き
も
の
紹
介 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ヒメツバキの花とメジロ 
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■
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
動
物
対
処
室
（
父

島
）
の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・

相
談
」
を
行
い
ま
す
。
母
島
の
方
を
対
象
に
実
施
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
薬
を
処
方
す
る
に
は
、
事
前

に
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
対
面
診
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。 

ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
養
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
ペ

ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁
殖
を

抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
、

逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、
ペ
ッ
ト
を

適
切
に
管
理
し
て
、
さ
い
ご
ま
で
大
切
に
飼
育
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

【
予
約
申
込
】
６
月
14
日
（
火
）
ま
で 

【
診
療
日
程
】 

・
６
月
20
日
（
月
）
午
前
11
時
～
12
時 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

・
６
月
21
日
（
火
） 

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分 

【
場
所
】
ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。 

診
療
は
有
料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

○
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

○
予
約
申
込
み
先 

動
物
対
処
室 

０
７
０
（
１
０
５
４
）
３
４
６
７ 

○
母
島
で
診
療
で
き
る
項
目
・
検
査
等
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
な
診
療
内
容
等
は
予
約
時
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

（
環
境
課
自
然
環
境
係
） 

 

２-

２
２
７
０ 

   

   

５
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
～
６
月
８
日

（
世
界
海
洋
デ
ー
）
前
後
ま
で
を
、
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ

ィ
ー
ク
と
定
め
、
毎
年
、
日
本
全
国
で
海
洋
ご
み
削

減
の
た
め
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
ご
み
ゼ

ロ
ウ
ィ
ー
ク
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
各
ビ
ー
チ
に

海
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
し
つ
つ
、
ご
家
族

な
ど
で
ビ
ー
チ
に
お
出
か
け
の
際
は
、
海
ご
み
の
回

収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 【
実
施
期
間
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
月
30
日
（
月
）
～
６
月
８
日
（
水
） 

【
場
所
】
宮
之
浜
、
大
村
海
岸
、
製
氷
海
岸
、
扇
浦 

【
共
催
】
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
事
務
所
、 

小
笠
原
海
上
保
安
署
、
小
笠
原
村 

【
協
力
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会(

Ｂ

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｓ)

、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公

園
協
会 

【
そ
の
他
】 

・
詳
細
は
島
内
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

・
集
積
し
た
海
ご
み
は
回
収
し
て
分
別
し
ま
す
。
回

収
量
や
ゴ
ミ
の
種
類
な
ど
の
結
果
は
、
村
民
だ
よ
り

で
ご
報
告
し
ま
す
。 

         

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
環
境
課 

２-

２
２
７
０ 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

２-

７
１
７
４ 

  

集
落
周
辺
の
山
域
（
母
島
は
桑
ノ
木
山
以
北
も
含

む
）
に
て
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
期
間
中
に
は
、
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
入
っ
て

い
な
い
か
の
点
検
や
、
敷
地
内
の
樹
木
に
イ
エ
シ
ロ

ア
リ
や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
無

料
で
駆
除
し
て
お
り
ま
す
。 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

な
お
点
検
を
ご
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
申
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

※
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。 

 

【
申
込
期
間
】
６
月
１
日
（
水
）
～
13
日(

月) 
 

【
日
程
】 

《
母
島
》
６
月
７
日
（
火
）
～
17
日
（
金
） 

 
 
 
 

７
月
１
日
（
金
） 

《
父
島
》
６
月
17
日
（
金
）
～
21
日
（
火
） 

 
 
 
 

６
月
30
日
（
木
）
～
７
月
１
日
（
金
） 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
  

環
境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

 
 
 
  

母
島
支
所 

庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

  

 

父
島
で
は
６
月
前
後
の
夜
間
に
羽
ア
リ
（
イ
エ
シ

ロ
ア
リ
）
が
飛
び
交
う
日
が
あ
り
ま
す
。 

多
く
の
羽
ア
リ
が
飛
び
交
っ
た
後
は
、
街
灯
の
下

を
中
心
に
羽
ア
リ
の
死
骸
が
残
り
、
自
転
車
が
ス
リ

ッ
プ
し
て
転
倒
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

時
期
の
自
転
車
等
の
運
転
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
  

環
境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

   

た
ま
り
水
、
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

蚊
の
本
格
的
な
発
生
シ
ー
ズ
ン
前
の
６
月
を
「
蚊

の
発
生
防
止
強
化
月
間
」
と
し
て
集
中
的
な
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。 

デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
蚊
が

媒
介
す
る
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
蚊
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 皆

さ
ん
で
協
力
し
、
身
の
ま
わ
り
の
蚊
の
発
生
防

止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

対
策
の
ポ
イ
ン
ト 

【
幼
虫
対
策
】 

・
不
要
な
た
ま
り
水
を
な
く
し
ま
し
ょ
う 

例
：
植
木
鉢
の
受
け
皿
、
空
き
缶
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど 

 

【
成
虫
対
策
】 

・
草
む
ら
は
定
期
的
に
手
入
れ
を 

・
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用

し
、
必
要
に
応
じ
て
虫
避
け
剤
も
活
用 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

             

小
笠
原 

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク 

（
海
岸
清
掃
・
父
島
） 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
（
第
１
回
） 

羽
ア
リ
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
に
ご
注
意
く
だ

さ
い 

６
月
は
蚊
の
発
生
防
止
強
化
月
間 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
た
め
、
ご
み
を
出
す
際
に
は
次
の
事
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

 

【
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
】 

 

可
燃
ご
み
は
、
し
っ
か
り
袋
の
口
を
縛
っ
て
か
ら

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
飲
料
缶
に
つ
い
て
】 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
飲
料
缶
は
、
し
っ
か
り
洗
っ
て

か
ら
回
収
日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

（
父
島
）
環
境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

（
母
島
）
母
島
支
所 

 

庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

 
 
 

          

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
先
月
同
様
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し

各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
票
等
の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
講
習
資
料
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
講
習

申
込
み
締
切
日
ま
で
に
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。 

１ 

村
民
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル
ー

ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
簡
易
講
習
） 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ
る

方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

※
１
、
２
の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
と
し
ま

す
。 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日 

【
締
切
日
】
６
月
28
日
（
火
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー  

   
 
 
 
 

２―

３
４
０
３ 

 
 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３ 

 

     

      

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
左
記
の
日
程
に

お
い
て
行
い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全

確
保
の
た
め
、
一
部
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊

歩
道
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、

通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
村
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
の
ほ

ど
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
２
時 

【
作
業
区
域
】 

儀
兵
岩
か
ら
水
ノ
下
ま
で
と
鳥
山
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
ま
で
の
沿
岸
及
び
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
及

び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
。）。 

沿
岸
部
作
業
は
二
見
湾
内
及
び
遊
泳
地
（
釣
浜
、
宮

之
浜
、
初
寝
浦
、
石
浦
、
ジ
ニ
ー
ビ
ー
チ
、
ジ
ョ
ン

ビ
ー
チ
、
ブ
タ
海
岸
、
小
港
海
岸
、
コ
ペ
ペ
海
岸
）

を
除
く
す
べ
て
の
父
島
沿
岸
域
（
別
図
参
照
）。 

 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

・
６
月
２
日
（
木
）
儀
兵
岩
～
水
ノ
下
間
作
業
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

つ
き
通
行
止
め
区
間
な
し 

・
６
月
４
日
（
土) 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー 

チ
方
面
遊
歩
道 

・
６
月
５
日
（
日
）
沿
岸
部
と
大
滝
で
の
作
業
に 

つ
き
通
行
止
区
間
な
し 

・
６
月
９
日
（
木
）
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

・
６
月
11
日
（
土
）
儀
兵
岩
～
水
ノ
下
間
作
業
に

つ
き
通
行
止
め
区
間
な
し 

・
６
月
15
日
（
水) 
②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海

岸
指
定
ル
ー
ト 

・
６
月
16
日
（
木
）
①
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

・
６
月
18
日
（
土) 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ

ー
チ
方
面
遊
歩
道 

・
６
月
24
日
（
金
）
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

・
６
月
30
日
（
木
）
沿
岸
部
と
大
滝
で
の
作
業
に

つ
き
通
行
止
め
区
間
な
し 

  

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

     

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る

農
業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
区
域
は
夜
明
道
路
か

ら
湾
岸
通
り
、
巽
道
路
の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港

海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、
主
に
道
路
沿
い
を
周
回

し
ま
す
。
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域

に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
作
業
日
程
】
６
月
３
日
（
金
）、
10
日
（
金
）、

17
日
（
金
） 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

 

 

 

感
染
症
拡
大
防
止
に
関
す
る
ご
み
の
出
し
方

に
つ
い
て
《
父
島
・
母
島
》 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易

講
習
会
に
つ
い
て
（
父
島
・
母
島
） 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
及
び
排
除

に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行
止
め

に
つ
い
て 

小
笠
原
村
が
実
施
す
る
父
島
に
お
け
る 

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
つ
い
て 
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今
年
も
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
８
～
９
月
頃

ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図

で
示
し
た
植
栽
地
（
蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間
）
に

は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・
孵
化
が
終
わ
る

頃(

10
月
頃)

ま
で
、
夜
間
、
大
村
中
央
地
区
の
園

内
灯
の
消
灯
と
迷
走
防
止
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
足
元
に
ご
注
意
下
さ
い
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す 

●
問
合
せ
先 

 
 

支
庁
土
木
課
自
然
公
園
担
当 

２―

２
１
６
５ 

 
 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

大
神
山
公
園

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

２―

７
１
７
０ 

 
 

  

  

６
月
の
開
館
日
：
お
が
さ
わ
ら
丸
、
観
光
船
入
港
中 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

開
館
時
間
８
時
30
分
～
17
時 

※
来
館
者
の
み
な
さ
ま
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

た
め
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
、

人
数
制
限
や
館
内
の
消
毒
清
掃
を
適
宜
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
特
別
展
】 

「
絶
海
の
自
然
～
硫
黄
列
島
を
ゆ
くin 

小
笠
原
」

開
催
中 

２
０
２
１
年
に
神
川
県
立 

生
命
の
星
・
地
球
博

物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
を
も
と
に
再
構
成
し
、

展
示
し
ま
す
。  

 

●
問
合
せ
先 

 
  

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２―

３
０
０
１ 

   
 
 

   

「
２
０
２
１
／
２
２
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
を
振

り
返
っ
て
」 

昨
年
11
月
３
日
に
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
が
確
認
さ
れ
、
11
月
早
々
か
ら
Ｂ
し
っ
ぷ
前

に
ク
ジ
ラ
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
始
め
た
２
０
２
１
／
２
２

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
。
今
月
の
村
民
だ
よ
り
で

は
、
そ
ん
な
今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊

状
況
を
振
り
返
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
を
把

握
す
る
た
め
に
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か

け
て
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝

30
分
間
の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の

グ
ラ
フ
は
、
半
月
毎
に
30
分
間
の
平
均
発
見
頭
数

を
ま
と
め
た
結
果
で
す
。 

                 

 

12
月
中
の
観
測
結
果
で
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
、
一

昨
シ
ー
ズ
ン
よ
り
も
発
見
頭
数
が
少
な
く
、
平
均
１

頭
に
も
満
た
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
よ
う
や
く
ク
ジ
ラ

の
確
認
数
が
増
え
始
め
た
の
は
年
が
変
わ
る
頃
か
ら

で
、
ぐ
っ
と
数
が
増
え
た
１
月
前
半
に
は
、
昨
シ
ー

ズ
ン
と
同
程
度
の
平
均
約
11
頭
を
記
録
し
ま
し

た
。
１
月
後
半
か
ら
２
月
に
か
け
て
は
過
去
２
シ
ー

ズ
ン
よ
り
も
少
な
い
発
見
頭
数
で
推
移
し
ま
し
た

が
、
３
月
前
半
に
は
２
月
以
上
の
値
を
記
録
し
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
観
測
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
後

半
以
降
は
次
第
に
発
見
数
が
減
っ
て
い
き
ま
し
た

が
、
４
月
後
半
に
な
る
ま
で
は
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
と

比
べ
て
多
く
の
ク
ジ
ラ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
５
月

に
入
っ
て
か
ら
は
発
見
が
な
い
日
も
続
く
よ
う
に
な

り
、
２
０
２
１
／
２
２
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

も
い
よ
い
よ
見
納
め
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
・
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
や
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
メ

イ
ン
と
な
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
海
へ
遊
び
に

出
か
け
ら
れ
る
皆
様
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
や
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

自
主
ル
ー
ル
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

● 

問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）  

 
 
 
 
 

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
253 

―

夜
の
道
に―

 

 

外
に
出
る
と
蒸
し
暑
さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、

梅
雨
の
時
期
に
入
り
、
島
は
す
っ
か
り
夏
の
準
備
が

始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
４
月
下
旬
の
初
産
卵
確
認
を
皮
切
り

に
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
の
産
卵
が
続
々
と
確
認
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
父
島
で
実
施
し
て
い
る

産
卵
調
査
で
は
、
各
海
岸
で
産
卵
巣
が
数
多
く
確
認

さ
れ
て
い
る
他
、
母
島
で
も
前
浜
で
産
卵
が
確
認
さ

れ
た
と
い
う
情
報
を
島
民
の
方
か
ら
頂
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
「
小
笠
原
」
で
検
索

す
る
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
投
稿
が
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
日
没
後
か
ら
明
け
方
に

か
け
て
砂
浜
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
時
に
は
、
よ
り
良

い
産
卵
場
所
を
探
し
求
め
て
、
道
に
迷
い
海
に
帰
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
母
ガ
メ
も
い
ま
す
。
過
去
に

は
、
深
夜
に
道
路
の
ど
真
ん
中
で
佇
む
母
ガ
メ
に
出

会
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
写
真
１
）。
夜
中
に
見

る
ウ
ミ
ガ
メ
の
姿
は
真
っ
黒
な
塊
に
見
え
る
た
め
、

気
付
か
ず
に
衝
突
す
る
と
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
海
岸
沿
い
で
の
車
の
運
転
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
よ
う
な
迷
走

し
た
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
道
路
脇
や
草
む
ら
な
ど
で
海
に
帰

れ
ず
迷
走
中
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
海

洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

※
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
砂
浜
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
か
け
た
ら
、
産
卵
し
や

す
い
環
境
を
作
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
事
に
つ
い

（
父
島
）
大
村
海
岸
の 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を
守
る
た
め
に 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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て
、
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

①
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
光
で
照
ら
さ
な
い
」 

産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
た
カ
メ
を
照
ら
す
と
、

驚
い
て
海
へ
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ラ
イ
ト
は

足
元
の
み
照
ら
し
、
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は

オ
フ
に
し
ま
し
ょ
う
。 

②
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
つ
け
て
も
追
い
か
け
な
い
」 

も
し
も
視
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
そ
の
場
か

ら
動
か
ず
、
カ
メ
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
、

少
し
離
れ
て
後
ろ
か
ら
静
か
に
見
守
っ
て
下
さ

い
。 

③
「
ウ
ミ
ガ
メ
に
は
触
ら
な
い
」 

不
用
意
に
ウ
ミ
ガ
メ
に
触
る
と
思
わ
ぬ
怪
我
に

つ
な
が
り
ま
す
。
卵
も
同
様
で
、
掘
り
返
す
な

ど
を
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

ル
ー
ル
を
守
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
海
岸
作
り
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー  

２―

２
８
３
０ 

 

８
時
～
17
時
以
外
は
、
０
９
０―

１
４
６
１―

３

１
７
１ 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー) 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

          

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
保
管
資
料
の
中
に
小
笠
原

諸
島
に
関
す
る
初
め
て
の
概
説
書
「
小
笠
原
島
新

誌
」
の
複
写
版
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
に
は
、
本
諸

島
を
日
本
固
有
の
領
土
と
明
確
に
定
め
る
意
図
で
島

の
地
理
や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
こ
の
資
料
か
ら

抜
粋
し
、
現
代
語
に
訳
し
て
ご
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。 

父
島
群
島
（
２
） 

宮
之
浜
は
、
清
瀬
山
の
北
尾
根
を
越
え
た
北
向
き

の
小
さ
な
湾
で
平
ら
な
砂
浜
で
す
。
延
宝
年
間
に
島

谷
氏
が
大
神
宮
を
祀
り
、
小
笠
原
氏
の
勧
請
を
記
念

し
て
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
湾
の
入
り
口
は
荒
波

が
岩
に
ぶ
つ
か
り
、
前
方
に
は
東
北
の
方
角
に
兄
島

を
望
む
絶
景
で
す
。 

釣
浜
は
宮
之
浜
の
東
に
あ
り
、
岩
交
じ
り
の
砂
浜

で
釣
り
に
適
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
名
が
つ
き
ま
し

た
。 旭

山
は
奥
村
の
南
に
あ
り
、
島
で
一
番
標
高
が
高

く
標
高
３
３
０
ｍ
で
す
。
文
久
年
間
、
咸
臨
丸
が
二

見
湾
に
着
岸
し
た
日
に
、
山
頂
に
国
旗
を
立
て
た
こ

と
に
名
を
由
来
し
ま
す
。
傍
ら
に
高
さ
３
０
０
ｍ
あ

ま
り
の
山
頂
が
尖
り
、
入
港
す
る
船
の
目
印
に
な
る

山
に
は
、
乳
頭
山
（
パ
ッ
プ
ス
）
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
乳
頭
山
の
南
東
の
山
麓
に
は
屏
風
滝
が
あ

り
、
連
な
る
鐺
山
（
こ
じ
り
や
ま
）
は
高
さ
が
旭
山

に
匹
敵
し
、
旭
山
の
南
に
位
置
し
、
名
は
鞘
尻

（
鐺
）
に
由
来
し
ま
す
。
さ
ら
に
南
に
丸
山
、
吹
割

山
と
連
な
っ
て
い
ま
す
。 

初
寝
浦
は
、
父
島
東
岸
の
小
湾
で
文
久
年
間
で
の

測
量
時
に
、
士
官
が
初
め
て
野
宿
し
た
場
所
と
し
て

命
名
さ
れ
ま
し
た
。
東
の
方
角
に
東
島
を
望
み
、
初

寝
山
、
夜
明
山
を
背
に
し
ま
す
。 

境
浦
は
、
旭
山
と
鐺
山
の
谷
間
に
あ
り
二
見
港
の

東
に
位
置
し
ま
す
。
奥
村
と
洲
崎
の
境
と
な
る
た
め

こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
島
民
は
ブ
ル
ビ
ー
チ
と
呼

び
、
人
家
が
あ
り
流
水
多
く
船
舶
の
水
補
給
に
便
利

で
す
。 

扇
浦
は
、
島
民
が
ア
キ
ー
ト
と
呼
ぶ
二
見
港
の
東

南
の
隅
に
あ
る
小
さ
な
入
り
江
で
人
家
が
あ
り
ま

す
。
文
久
年
間
、
日
本
政
府
仮
役
所
と
内
地
か
ら
移

住
し
た
人
々
が
家
を
建
て
た
場
所
で
、
当
時
の
開
拓

碑
な
ど
の
遺
構
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
川
が
あ
り
、
源 

流
を
連
樹
谷
と
呼
び
樹
木
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
後

ろ
に
納
涼
山
、
扇
山
が
連
な
り
、
岸
前
に
要
岩
が
あ

り
ま
す
。
扇
浦
、
要
岩
と
も
に
形
状
を
も
っ
て
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
扇
浦
の
南
西
に
は
振
分
山
が
あ
り
、

扇
浦
、
洲
崎
、
袋
沢
へ
の
道
を
麓
で
分
け
て
い
る
た

め
、
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
二
見
港
の
全
景
を
山

頂
か
ら
眺
め
る
絶
好
の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。 

洲
崎
は
二
見
湾
口
の
南
端
で
広
い
砂
浜
で
す
。
西

に
は
野
羊
島
が
連
な
り
、
左
右
太
平
洋
に
面
し
て
お

り
人
家
が
あ
り
ま
す
。
定
住
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の

人
た
ち
は
、
洲
崎
を
チ
ー
フ
ビ
レ
ッ
ジ
（
主
村
）
と

呼
び
、
他
の
島
民
は
ブ
ロ
ッ
サ
ム
ビ
ー
チ
（
花
浜
）

ま
た
は
ク
ラ
ル
ク
ソ
ン
村
と
も
呼
び
ま
し
た
。 

 

次
回
「
父
島
群
島
（
３
）」
に
つ
づ
く 

 

●
問
合
せ
先  

教
育
委
員
会
事
務
局
２
ー
３
１
１
７ 

  

マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
八
十
五
貝
「
貝 

オ
ブ 

ザ 

イ
ヤ
ー
２
０
２
２
」 

  

世
の
中
に
は
色
々
変
わ
っ
た
◯
◯
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー
が
あ
る
。
ラ
ー
メ
ン
・
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
と
か
カ

レ
ー
・
オ
ブ
ザ
イ
ヤ―

な
ど
な
ど
、
受
賞
を
巡
っ
て

毎
年
厳
し
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。 

世
界
に
は
と
り
わ
け
風
変
わ
り
な
賞
が
あ
る
。
そ

の
一
つ
が
モ
ラ
ス
カ
・
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
モ

ラ
ス
カ
と
は
貝
類
や
イ
カ
、
タ
コ
な
ど
軟
体
動
物
の

こ
と
。
国
際
軟
体
動
物
学
会
な
ど
三
機
関
の
主
催

で
、
ネ
ッ
ト
投
票
に
よ
り
そ
の
年
の
世
界
一
の
種
を

決
め
る
、
と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
。 

世
界
中
の
貝
類
研
究
者
や
愛
好
家
か
ら
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
た
１
２
０
種
の
軟
体
動
物
の
中
か
ら
、
主
催

者
ら
が
、
美
し
い
、
風
変
わ
り
、
あ
ま
り
研
究
さ
れ

て
い
な
い
、
な
ど
の
条
件
か
ら
、
５
種
の
軟
体
動
物

を
候
補
と
し
て
選
考
し
、
そ
の
中
か
ら
投
票
で
最
優

秀
「
種
」
を
選
ぶ
。 

候
補
は
、
セ
ン
ニ
ン
ガ
イ
、
ツ
ノ
ガ
イ
の
１
種
、

カ
メ
ガ
イ
の
１
種
（
ク
リ
オ
ネ
の
仲
間
）、
フ
ナ
ク

イ
ム
シ
、
そ
し
て
赤
や
黄
色
の
鮮
や
か
な
キ
ュ
ー
バ

の
カ
タ
ツ
ム
リ
、
コ
ダ
マ
マ
イ
マ
イ
だ
っ
た
。 

各
候
補
に
熱
烈
な
支
持
者
が
い
て
、
昨
年
末
か
ら

「
推
し
」
へ
の
投
票
の
呼
び
掛
け
が
、
メ
ー
ル
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
飛
び
交
い
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

そ
し
て
三
月
、
一
万
票
余
り
を
得
て
最
優
秀
種
に

選
ば
れ
た
の
は
、
コ
ダ
マ
マ
イ
マ
イ
で
あ
っ
た
。 

さ
て
気
に
な
る
賞
品
は
何
か
と
い
う
と
、
全
ゲ
ノ

ム
配
列
の
解
読
で
あ
る
。
コ
ダ
マ
マ
イ
マ
イ
の
代
理

人
と
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
ノ
ッ
テ
ィ
ン

ガ
ム
大
学
の
ア
ン
ガ
ス
・
デ
ビ
ソ
ン
博
士
は
、
受
賞

の
喜
び
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。 

「
投
票
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。
カ

タ
ツ
ム
リ
は
生
態
学
的
に
重
要
で
、
地
球
上
で
最
も

多
様
な
動
物
群
の
一
つ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
相

応
の
注
目
を
浴
び
て
い
ま
せ
ん
。
賞
品
の
全
ゲ
ノ
ム

解
読
と
、
受
賞
の
威
光
に
よ
り
、
今
後
の
保
護
活
動

に
弾
み
が
つ
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。」 

            

【
文
】
東
北
大
学 

千
葉
聡
【
イ
ラ
ス
ト
】
小
野
恵 

●
問
合
せ
先  

教
育
委
員
会
事
務
局
２
ー
３
１
１
７ 

写真１：道路に佇む母ガメ 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第２６8 号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：今日の晩ご飯、ひと口３０回噛むように意識してみるよ。  

保健師：野菜は根菜類を多くして繊維に沿って縦に切ると噛む回数が増えますよ。 

クジラ：そうなんだ！じゃあ今日は筑前煮を作ってみようかな。 

保健師：ニンジン、コンニャク、レンコンが入っていると噛み応えがあっていいですね。 

 

これは日本咀嚼学会が提案する、噛むことの効用を咀嚼回数の多かった弥生時代の卑弥呼（ひみこ）にかけてあらわし

たものです。当時の食事は玄米のおこわや乾燥した木の実、干物など硬くて噛み応えのある食材で構成されていました。 

 

 カミングサンマルって知っていますか？ 
ひと口３０回以上噛むことを目標としたキャッチフレーズです。３０回というのは、窒息防止や五感での味わいを考慮し、 

従来から噛む回数の目標とされている回数です。ひと口の量を少なくし、味わいながら３０回噛むようにしましょう。  

★まずはひと口、１０回から始めましょう！ 

★３０回程度噛める固さのものを食事に取り入れましょう！ 

★飲み込みたくなっても、もう少し噛むなど「噛む」ことを意識しましょう！ 

★お茶や水で食べ物を流し込まないようにしましょう！ 

 

 

ひ 肥満を防ぐ み 味覚の発達 こ 言葉の発達 の 脳の発達 

は 歯の病気予防 が がん予防 い 胃腸快調 ぜ 全力投球 

ゆっくりよく噛んで食べる

ことで、食べ過ぎを防ぎ、

肥満防止に繋がります。 

 

食べ物の形や固さを感じる

ことができ、味がよくわか

るようになるなど味覚が発

達します。 

 

噛むことにより顔の筋肉が

発達すると、あごの動きが

よくなり発音がはっきりし

ます。 

 

 

しっかり噛むことで脳への

血液の量が増え、脳のはた

らきが活発になります。 

 

 

よく噛むと食べ物のカスや

細菌を洗い流す唾液がたく

さん分泌され、虫歯、歯肉

炎の予防になります。 

 

 

唾液に含まれるペルオキシ

ダーゼという酵素には、食

品中の発がん性を抑えるは

たらきがあります。 

 

 

唾液に含まれるアミラーゼ

という成分が消化・吸収を

助け、胃や腸の負担を軽く

してくれます。 

 

しっかり噛むことで歯やあ

ごが鍛えられ、身体が活発

になり、力いっぱい仕事や

遊びに集中できます。 

 

 

 ６月４～10 日は「歯と口の健康週間」です。「よく噛んで食べる 忘れられた究極の健康法」という本による

と今から約 1800年前の弥生時代では食事１回における噛む回数は約３９９０回、対して現代で暮らす私たちは

約 620回と極端に少なくなっているそうです。現代と弥生時代では食事自体大きく異なりますが、多く咀嚼する

ことが良いとされています。いつもより多く噛むことを意識して、歯と口の健康を目指しましょう！！ 

 

 ひみこのは（歯）がいーぜ 
 



出港日 都ノヤギ排除

シロアリ対策事業申込(～6/13) 定期予防接種②(父島小学６年生)

海ごみゼロウィーク(５/30～6/8) 育児学級(歯科の会)(父島)申込〆切

南洋踊り講習会(4) 平和の鐘交差点通行止め（予備日）(～6/17)

都ノヤギ排除 村ノヤギ駆除

シロアリ対策事業(第一回)(父島)(～6/21)

村ノヤギ駆除/子育て個別相談申込〆切 入港日
コロナワクチン接種(父島12歳以上)(モデルナ･2回目) 硫黄島訪島事業(洋上慰霊祭)～6/19
コロナワクチン接種(父島18歳以上)(モデルナ･3回目) 都ノヤギ排除/精神保健福祉巡回相談(母島)

都ノヤギ排除 精神保健福祉巡回相談(母島)

入港日 育児学級(歯科の会)(父島)

都ノヤギ排除 精神保健福祉巡回相談(父島)

東京三弁護士会による法律相談(母島) 母島巡回ペット診療・相談(～6/21)

東京三弁護士会による法律相談(父島) 出港日

シロアリ対策事業(第一回)(母島)(～6/17・7/1) 行政相談所の開設

出港日 定期予防接種②(父島小学５年生)

村議会 本会議(会期の決定、一般質問など)

南洋踊り講習会(5)

都ノヤギ排除/精神保健福祉巡回相談申込〆切 入港日

定期予防接種①(父島)(母島) 都ノヤギ排除

定期予防接種②(母島)(保育園年長/小学校６年生) 電話による無料法律相談
村議会 本会議(議案審議) /委員会(総務・硫黄島・航空路) 原付免許学科試験申込〆切

村ノヤギ駆除 原付免許学科試験

沖村浄水場の施設見学会 申込〆切 産科・婦人科専門診療(母島)

入港日 母島返還記念日花火

子育て個別相談(母島)

都ノヤギ排除

子育て個別相談(母島) 出港日

沖村浄水場の施設見学会（母島） 産科・婦人科専門診療（～7/1）(父島)

子育て個別相談(父島) 定期予防接種②(父島小学４年生)

シロアリ対策事業(第一回)申込〆切 森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

出港日

子育て個別相談(父島)

母島いきいき体操教室2022/母島巡回労働相談

母島巡回ペット診療・相談　申込〆切

都ノヤギ排除 入港日

平和の鐘交差点通行止め（雨天中止） 都ノヤギ排除

小笠原村診療所の歯科休診(～30日) 乳幼児健診・歯科健診(母島)

防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験 個人住民税(村・都民税)/国民健康保険税/介護保険料 納期限

南洋踊り講習会(6) シロアリ対策事業(第一回)(父島)(～7/1)

15 水

火 29 水

30 木

28 火

14

13 月

27 月12 日

土 26 日

25 土

11

10 金

木 24 金

23 木

9

8 水

火 22 水

21 火

7

月

6 月

5 日 20

4 土 19 日

3 金 18 土

木 17 金

16 木

2

1 水

日付 曜日 行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定

小笠原村日本復帰記念の日


